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ファイルシステム管理

ファイルシステムの容量の拡張

SSDストレージの使用容量が指定したしきい値を超えた場合は、FSx for ONTAPファイ
ルシステムのSSDストレージ容量を手動で拡張します。

または、Workload Factoryがファイルシステムの容量を管理できるようにすることもできます "容量の自動管
理機能を有効にする" 。

タスクの内容

ファイルシステムの容量を増やすと、FSx for ONTAPファイルシステムのIOPSに影響します。

ファイルシステムの場合、 "IOPSのプロビジョニング" SSDの容量が1GiB増えるごとにIOPSが3 IOPS増加し
ます。

手動で行う場合は "IOPSのプロビジョニング" 、ファイルシステムの容量の増加に対応するためにIOPSの割り
当てを増やす必要があります。

SSDのストレージ容量の制限については、AWS FSx for NetApp ONTAPドキュメントのを参照して "クォータ"

ください。

開始する前に

ファイルシステムの容量を増やすには、最初に行う必要があります "容量の自動管理を無効にする"。

手順

1. Workload Factoryコンソールにログインします。

2. [ストレージ]で、*[ストレージインベントリに移動]*をクリックします。

3. FSx for ONTAP *タブで、ファイルシステムの3つの点のメニューをクリックして容量を増やします。

4. 「 * Manage * 」を選択します。

5. [Information]で、*[Capacity Distribution]*の横にある鉛筆のアイコンをクリックします。[Capacity

Distribution]*行の上にマウスを置くと、ドロップダウン矢印の横に鉛筆のアイコンが表示されます。

6. [SSDストレージサイズ]ダイアログで、*プロビジョニング済み容量*の数値を入力します。

7. プロビジョニング済み容量の単位を選択します。

8. [ 適用（ Apply ） ] をクリックします。

ファイルシステムの容量の自動管理を有効にする

この機能を有効にすると、容量のニーズの変化に合わせて、Workload FactoryがFSx for

ONTAPファイルシステムに自動的にストレージを追加できるようになります。

タスクの内容

この機能を管理できるアカウントは1つだけです。
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すべてのFSx for ONTAPファイルシステムでSSDストレージの最大容量は524、288GiBです。クォータの引
き上げをリクエストするには、AWS FSx for NetApp ONTAPのドキュメントを参照して "クォータ" くださ
い。

開始する前に

このタスクを完了するには、Workload Factoryで_automate_permissionsを持つクレデンシャルが必要です。

手順

1. Workload Factoryコンソールにログインします。

2. [ストレージ]で、*[ストレージインベントリに移動]*を選択します。

3. FSx for ONTAP *タブで、ファイルシステムの3つの点のメニューをクリックして、の容量の自動管理を有
効にします。

4. 「 * Manage * 」を選択します。

5. [Information]で、*[Automatic capacity management]*の横にある鉛筆のアイコンをクリックしま
す。[Automatic capacity management]行の上にマウスを置くと、ドロップダウン矢印の横に鉛筆のアイコ
ンが表示されます。

6. [Automatic capacity management]ダイアログで、次の情報を指定します。

a. クレデンシャル：ドロップダウンメニューから、_automate_permissionsを指定してクレデンシャルを
選択します。

b. [有効化]ボタンをクリックして*[自動容量管理を有効にする]*を選択します。

または、この機能を無効にします。ファイルシステムの容量を増やす必要がある場合は、先に容量の
自動管理を無効にする必要があります。

c. 容量のしきい値：FSx for ONTAPファイルシステムの最大サイズを入力します。

d. * Capacity Increments *：容量を段階的に拡張する割合を入力します。

7. [ 適用（ Apply ） ] をクリックします。

fsxadminパスワードのリセット

必要に応じてfsxadminパスワードをリセットします。

手順

1. Workload Factoryコンソールにログインします。

2. [ストレージ]で、*[ストレージインベントリに移動]*を選択します。

3. FSx for ONTAP タブで、ファイルシステムの3つのドットメニューをクリックしてfsxadminパスワードを
リセットし、 Manage *を選択します。

4. ファイルシステムの概要で、3つのドットメニューをクリックします。
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タブにある3つのドットメニューのスクリーンショット。"]

5. [Reset fsxadmin password]*を選択します。

6. [Reset fsxadmin password]ダイアログで、新しいfsxadminパスワードを入力し、確認のためにもう一度入
力します。

7. [ 適用（ Apply ） ] をクリックします。

ファイルシステムを削除する

ファイルシステムを削除するには、まずファイルシステムに関連付けられているボリュ
ーム、Storage VM、またはレプリケーション関係をすべて削除する必要があります。

手順

1. にログインします。 "Workload Factoryコンソール"

2. [Storage]で、*[Go to storage inventory]*を選択します。

3. FSx for ONTAP *タブで、削除するFSx for ONTAPファイルシステムの3つの点のメニューをクリックしま
す。

4. 「 * Manage * 」を選択します。

5. [Overview]*タブで、3つのドットメニューをクリックします。

6. [ 削除（ Delete ） ] をクリックします。

7. [Delete FSx for ONTAP file system]ダイアログで、削除するFSx for ONTAPファイルシステムの名前を入
力します。

8. [ 削除（ Delete ） ] をクリックします。
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